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第８号 

　巨瀬小でサツマイモの苗植えが５月２２日に行われました。 
　全校児童５９人は、先生から土のかけ方などを教わった後、８班に分かれて作業を行
いました。これは高梁市社会福祉協議会からボランティア活動普及事業協力校の指定
（平成１６年度から３年間）を受けて取り組んでいるもので、この日は苗200本が植えられ、
今後草取りなどをして収穫後は、地域に提供したり、自分たちで料理して味わったりす
る予定です。 
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1 8 . 7 . 1 5 第8号 （2）

【
重
点
事
業
実
施
】

一
、
合
併
に
よ
る
組
織
体
制
の
確
立
と
経

営
体
制
の
拡
充
に
よ
り
、
地
域
福
祉
活

動
の
専
門
機
関
と
し
て
、
地
域
で
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
社
会
の
実
現
を
目
指
し

た
。

二
、
合
併
に
よ
る
相
乗
効
果
を
生
か
し
、

各
事
業
の
一
本
化
を
図
り
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
地
域
間
格
差
の
是
正
を
図
っ
た
。

三
、
受
託
事
業
と
住
民
福
祉
活
動
を
連
携

し
、
効
果
的
に
事
業
を
実
施
し
た
。

四
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
の
育
成
強
化
を

図
っ
た
。

五
、
福
祉
委
員
組
織
の
設
置
へ
の
取
り
組

み
及
び
福
祉
委
員
活
動
の
手
引
き
を
作

成
し
活
動
の
明
確
化
を
図
っ
た
。

六
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
自
立
支
援
を

促
進
し
た
。

七
、
民
生
委
員
児
童
委
員
、
福
祉
委
員
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
と
の
連
携
を
深

め
て
地
域
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図

っ
た
。

八
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
事
務
の
効
率
化

の
た
め
介
護
シ
ス
テ
ム
を
導
入
及
び
介

護
保
険
法
の
改
正
に
伴
う
対
応
を
行
っ

た
。

【
事
業
報
告
】（
主
な
事
業
）

健
康
福
祉
の
つ
ど
い
開
催

参
加
者
　
一
、
〇
〇
〇
人

健
康
福
祉
ま
つ
り
成
羽
開
催
　

参
加
者
　
四
五
〇
人

相
談
件
数
　
五
五
三
件

延
利
用
人
数
　
四
、
九
四
七
人

・
ミ
ニ
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
　

延
利
用
人
数
　
三
、
九
一
四
人

・
生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

延
利
用
人
数
　
三
、
九
六
三
人

延
食
数
　
一
四
、
七
二
〇
食

延
利
用
人
数
　
一
二
八
人

平
成
十

平
成
十
七
年
度

七
年
度 

事
業
事
業
・
収
支
報
告

収
支
報
告 
平
成
十

平
成
十
七
年
度

七
年
度 

事
業
事
業
・
収
支
報
告

収
支
報
告 
平
成
十
七
年
度 

事
業
・
収
支
報
告 

一般会計  

（その他） （円） 
助成金支出 1,072,800  
借入金利息支出 443,750  
貸付事業等支出 200,000  
負担金支出 196,500 

（その他） 
共同募金配 
分金収入 7,893,899  
雑収入 3,577,998  
会費収入 2,590,000  
利用料収入 2,129,336  
負担金収入 1,978,770 

 （円） 
会計単位間繰入金収入 894,976  
助成金収入 608,788  
貸付事業等収入 344,870  
施設設備等補助金収入 300,000  
受取利息配当金収入 105,599 

支出 
476,073,496円 

収入 
582,515,447円 

人件費支出 
298,149,148円 
（62.6%） 

介護保険収入  
228,969,995円 
（39.3%） 

経常経費補助金収入  
111,858,000円 
（19.2%） 

前期末支払資金残高   
87,651,520円 
（15.0%） 

受託金収入   
73,750,852円 
（12.7%） 

経理区分間繰入金収入  
22,598,925円 
（3.9%） 

寄付金収入  
21,107,023円 
（3.6%） 

事業収入  
16,154,896円（2.8%） 

その他  
20,424,236円 
（3.5%） 

事業費支出  
 98,744,525円 
（20.7%） 

事務費支出  
47,426,888円 
（10.0%） 

経理区分間繰入金支出  
22,598,925円 
（4.7%） 

固定資産取得及び繰入支出 
4,710,960円 
（1.0%） 

その他  
1,913,050円 
（0.4%） 

借入金元金償還金支出  
2,530,000円 
（0.6%） 

社
会
福
祉
法
人
高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
平
成
十
七
年
度
の
事
業
報
告
及
び
一

般
会
計
・
特
別
会
計
の
収
支
決
算
が
理
事
会
で
認
定
、
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。



（3） 第8号 1 8 . 7 . 1 5

法 人 運 営 事 業  
事務職員設置費  
福祉活動専門費  
企 画 広 報 事 業  
ふれあいのまちづくり事業 
福祉のまちづくり事業 
地域福祉活動事業 
老 人 福 祉 事 業  
心配ごと相談受託事業 
民生委員活動受託事業 
障害者・母子・児童互助事業 
災害者福祉事業  
一般募金配分金事業 
地域福祉活動基金 
ボランティア広報登録事業 
ボランティア研修事業 
福 祉 体 験 事 業  
そ の 他  
合 　 　 　 計  

7,861,223 
57,261 
138,886 
743,610 
2,203,268 
433,702 
6,669,166 
2,011,984 
552,646 
210,000 
373,000 
90,000 
354,340 
549,513 
733,562 
157,000 
326,450 
7,412 

23,473,023

事　業　名　  （単位  円） 

一般会計決算（経理区分） 寄付金・会費収入の事業内訳 

（経理区分） 

法 人 運 営 事 業  

企 画 広 報 事 業  

地域福祉推進事業 

在宅福祉サービス事業 

共同募金配分金事業 

地域福祉活動基金 

ボランティアセンター活動事業 

福祉サービス利用援助事業 

資 金 貸 付 事 業  

介 護 保 険 事 業  

保健センター事業 

合 　 　 　 計  

108,729,666 

814,386 

27,815,368 

71,900,857 

8,222,996 

836,665 

2,769,723 

4,233,227 

200,000 

248,740,073 

1,810,535 

476,073,496

事　業　名　  （単位  円） 

葬祭用具貸出事業 
福 祉 の 店 事 業  
高齢者統合在宅支援事業 
合 　 　 　 計  

931,009 
1,383,360 
3,231,937 
5,546,306

事　業　名     （単位  円） 

（経理区分） 

シルバー人材センター 
高梁総合福祉センター 
成羽総合福祉センター 
公 園 管 理 事 業  
合 　 　 　 計  

81,049,333 
17,143,361 
10,221,088 
129,231  

108,543,013

事　業　名 　  （単位  円） 

収益事業特別会計 

公益事業特別会計 

（その他） （円） 
借入金利息支出 563,040  
会計単位間繰入金支出 380,700  
固定資産取得及び 
繰入支出 300,000 

（その他） （円） 
借入金利息補助金収入 563,040  
会費収入 280,000  
雑収入 125,684  
受取利息配当金収入 1,472 

事務費支出   
3,565,667円 
（64.3%） 

事業費支出  
75,336,28１円 
（69.4%） 

事業収入  
 79,681,505円 
（67.9%） 

経常経費補助金 
収入   
19,414,960円 
（16.5%） 

前期末支払資金残高  
 6,789,107円（5.8%） 

受託金収入  
8,431,30１円 
（7.2%） 

借入金元金償還補助金収入  
2,040,000円（1.7%） 

その他  
970,196円 
（0.9%） 

人件費支出  
 16,959,461円 
（15.6%） 

事務費支出   
12,963,531円 
（11.9%） 

借入金元金償還金支出  
 2,040,000円（1.9%） 

その他  
1,243,740円 
（1.2%） 

受託金収入  
3,314,400円 
（59.8%） 

事業収入  
 2,231,887円 
（40.2%） 

受取利息配当金収入   
19円 

人件費支出  
1,134,995円 
（20.5%） 

会計単位間 
繰入金支出  
514,276円 
（9.2%） 

売上原価   
331,368円（6.0%） 

収入 
5,546,306円 

収入 
117,327,069円 

支出 
5,546,306円 

支出 
108,543,013円 

公益事業特別会計は４つの
経理区分を設けています。シ
ルバー人材センターの登録会
員数は280人で、受注件数は
3,141件ありました。総合福祉
センター２カ所の利用は、
1,468件で36 ,535人でした。
また、公園管理事業は成羽支
会の小平園と白谷公園の管理
です。

収
益
事
業
特
別
会
計
に
は
三
つ
の
経
理
区
分
を
設
け
て
い
ま
す
。
葬
祭

用
具
貸
出
事
業
は
三
十
七
件
の
利
用
が
あ
り
ま
し
た
。
福
祉
の
店
事
業
と

高
齢
者
統
合
在
宅
支
援
事
業
は
川
上
支
会
で
実
施
を
し
て
い
る
事
業
で
す
。

提
案
説
明
を
す
る
平
田
会
長



1 8 . 7 . 1 5 第8号 （4）

総合文化会館で開催された総会

岡
山
県
共
同
募
金
会
高
梁
市
支
会
の
理
事
会
と
評
議
員
会
が
五
月
二
十
五
日
に
開
催
さ
れ
、
平

成
十
七
年
度
の
事
業
報
告
と
収
支
決
算
が
、
理
事
会
で
認
定
、
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（一）
赤
い
羽
根
共
同
募
金

岡
山
県
共
同
募
金
会
の
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
、
十
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

を
期
間
と
し
て
、
戸
別
募
金
、
街
頭
募
金
、
バ
ッ
ジ
募
金
、
法
人
募
金
な
ど
に
よ
り
募
金
運

動
を
展
開
し
、
六
百
六
十
三
万
三
百
十
一
円
の
募
金
が
あ
り
、
岡
山
県
共
同
募
金
会
へ
送
付

し
ま
し
た
。

岡
山
県
共
同
募
金
会
か
ら
五
百
八
十
八
万
円
の
配
分
を
受
け
て
、
赤
い
羽
根
た
す
け
あ
い

号
（
車
両
）
更
新
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、
地
域
福
祉
活
動
を
推
進
し
ま
し
た
。

（二）
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

十
一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
を
期
間
と
し
て
募
金
運
動
を
展
開
し
、
二
百
九
十
一

万
三
千
八
百
九
十
九
円
の
募
金
が
あ
り
、
岡
山
県
共
同
募
金
会
へ
送
付
し
ま
し
た
。

岡
山
県
共
同
募
金
会
か
ら
募
金
同
額
の
配
分
を
受
け
て
、
新
た
な
年
を
迎
え
る
時
期
に
、

支
援
を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
福
祉
活
動
を

推
進
し
ま
し
た
。

高梁市遺族連合会総会を開催

高梁市遺族連合会（大月健一会長）は５月
31日、総会を開催しました。最初に大月会長
が「昨年の合併により区域が広がり会員数も
多くなった。相互に連携をしていきましょ
う。」とあいさつ。続いて来賓の大塚助役、
安原市議会議長、平田社会福祉協議会長のあ
いさつの後、議事に移り17年度の事業報告と
決算。18年度の事業計画と予算が、規則の一
部改正とともに承認されました。

摘　　　要 金　　　額 摘　　　要 金　　　額
162,763,546 47,537,539
145,977,342 39,535,391

①現　金 244,390 ①未払金 介護システム統合費等 39,047,700
②預　金 備 北 信 用 金 庫 等 64,481,710 ②預り金 育成制度預り金等 25,491
③未収金 介 護 給 付 費 等 80,566,182 ③前受金 移送サービス会員会費等 462,200
④仮払金 損 害 保 険 料 等 685,060 6,735,348

15,519,404 ①未払金 車 輌 燃 料 費 等 6,735,348
①現　金 32,295 1,266,800
②預　金 備 北 信 用 金 庫 等 5,395,814 ①未払金 宿 直 委 託 料 等 988,025
③未収金 作    業    費    等 10,091,295 ②預り金 高齢者施設利用者敷金 270,000

1,266,800 ③仮受金 8,775
①預　金 備 北 信 用 金 庫 等 1,236,294 31,170,000
②未収金 指定管理委託料等 30,506 20,970,000

677,330,778 ①長期設備資金借入金 施設建設費未償還金 20,970,000
663,162,187 10,200,000

①基本財産 土 地 ・ 建 物 等 312,561,581 ①長期設備資金借入金 施設改修費未償還金 10,200,000
②その他の固定資産 車 輌 運 搬 具 等 350,600,606 78,707,539

14,083,591 761,386,785
①その他の固定資産 車 輌 運 搬 具 等 14,083,591

85,000
①その他の固定資産 器 具 及 び 備 品 85,000

840,094,324

（１）一般会計

（２）公益事業特別会計

資　産　合　計

２．固定資産
（１）一般会計

（２）公益事業特別会計

（３）収益事業特別会計

負債の部
科　　　目

１．流動負債
（１）一般会計（１）一般会計

資産の部
科　　　目

１．流動資産

負　債　合　計
差 引 純 資 産

一般会計・特別会計　財産目録 

２．固定負債

（３）収益事業特別会計

（２）公益事業特別会計

平成18年３月31日（単位　円）

（２）公益事業特別会計

（３）収益事業特別会計



（5） 第8号 1 8 . 7 . 1 5

支　会　だ　よ　り

高
　
　
梁

福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

（
小
見
山
幸
一
会
長
）
で
は
、
移
送

サ
ー
ビ
ス
事
業
等
に
従
事
し
て
い
る

会
員
が
、
安
全
に
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

が
で
き
る
よ
う
に
と
五
月
十
六
日
、

県
運
転
免
許
セ
ン
タ
ー
で
運
転
適
性

検
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

参
加
し
た
会
員
十
五
人
は
ペ
ー
パ
ー

福
祉
運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

検
査
と
モ
ニ
タ
ー
を
使
っ
て
状
況
変

化
へ
の
反
応
の
速
さ
確
か
さ
を
確
認

す
る
Ｃ
Ｒ
Ｔ
検
査
を
行
い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
、
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
で
リ
フ
ト
車
両
の
昇
降
方
法
や

車
椅
子
の
固
定
の
仕
方
な
ど
の
安
全

な
操
作
に
つ
い
て
研
修
を
行
い
ま
し

た
。

※
移
送
サ
ー
ビ
ス
事
業
と
は

心
身
に
重
い
障
害
の
あ
る
方
、
又

は
七
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
世
帯
で

一
定
の
要
件
に
該
当
し
、
一
般
の
交

通
手
段
を
利
用
で
き
な
い
方
が
、
通

院
な
ど
に
利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス

で
、
利
用
さ
れ
る
た
め
に
は
利
用
会

員
の
登
録
が
必
要
で
す
。

区
別
の
対
抗
ゲ
ー
ム
な
ど
の
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
ほ
か
、
軽
体
操
や
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
な
ど
を
楽
し
み
な
が

ら
、
体
力
づ
く
り
、
健
康
づ
く
り
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
利

用
者
が
共
同
し
て
の
作
品
づ
く
り
も

楽
し
み
の
一
つ
で
す
。

や
す
ら
ぎ
荘
で
は
、「
介
護
保
険

制
度
通
所
介
護
事
業
」
の
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
事
業
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

備
中
支
所
　
TEL
$5
３
１
３
１

備
　
　
中

備
中
デ
イ
サ
ー
ビ
ス

共同により出来上がった作品

リフト車両を操作する会員

ＣＲＴ検査

や
す
ら
ぎ
荘
（
備
中
高
齢
者
生
活

福
祉
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、「
生
き
が

い
活
動
支
援
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
概

ね
六
十
歳
以
上
で
体
が
虚
弱
等
の
方

が
、
毎
週
水
曜
日
に
生
活
指
導
、
健

康
チ
ェ
ッ
ク
や
給
食
、
日
常
動
作
訓

練
な
ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

こ
こ
で
は
手
芸
、
カ
ラ
オ
ケ
、
地 クラフトづくりを楽しむみなさん
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成
　
　
羽

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
さ
さ
ゆ
り
苑

集
団
生
活
を
お
く
る
施
設
に
お
い

て
防
火
対
策
は
非
常
に
重
要
で
す
。

さ
さ
ゆ
り
苑
で
は
、
防
災
訓
練
等
に

よ
り
、
職
員
一
同
火
災
等
に
は
充
分

気
を
付
け
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
万
一
火
災
が
発
生
し
た

場
合
、
山
間
部
と
い
う
立
地
の
も
と

近
隣
住
民
の
方
々
の
協
力
が
不
可
欠

で
す
。
そ
の
た
め
、
自
動
通
報
装
置

に
よ
り
近
隣
四
戸
の
世
帯
へ
火
災
発

生
の
通
報
を
行
い
、
初
期
の
段
階
で

適
切
な
避
難
誘
導
・
消
火
活
動
が
で

き
る
よ
う
火
災
通
報
装
置
の
設
置
を

行
い
ま
し
た
。

川
　
　
上

川
上
支
会
で
は
六
月
七
日
、
川
上

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
で
福
祉
委
員
連

絡
会
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
な
ど
が
協
議
さ
れ
た

後
、
か
の
さ
と
体
験
観
光
協
会
仲
田

芳
人
事
務
局
長
が
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
地
域
み
ん
な
で
支
え
合
い
」
と

題
し
て
講
演
。「
そ
の
地
域
に
暮
ら

す
人
々
や
団
体
が
互
い
に
対
等
な
立

場
で
、
そ
れ
ぞ
れ
特
長
を
活
か
し
合

い
な
が
ら
、
自
分
た
ち
で
ま
ち
づ
く

り
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
」
と
話

さ
れ
ま
し
た
。

川
上
町
地
頭
、
山
本
カ
ネ
ヨ
さ
ん

と
同
所
、
金
t
千
代
子
さ
ん
が
九
十

九
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、
森
下

川
上
支
会
長
か
ら
、
お
祝
い
の
記
念

品
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
お
元
気
で
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お

祈
り
致
し
ま
す
。

記念品を受ける山本さん

有
　
　
漢

五
月
十
八
日
、
有
漢
農
業
構
造
改

善
セ
ン
タ
ー
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
あ

じ
さ
い
の
会
の
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

会
の
創
立
当
初
か
ら
十
三
年
間
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
組
織
化
と
活
動
の

定
着
に
尽
力
さ
れ
た
河
田
年
子
会
長

以
下
役
員
の
多
数
が
交
代
さ
れ
、
会

員
一
同
は
、
こ
れ
ま
で
の
運
営
努
力

と
功
績
に
感
謝
の
意
を
表
し
ま
し

た
。ま

た
、
加
藤
淑
子
新
会
長
は
、

「
頑
張
り
ま
す
の
で
宜
し
く
」
と
、

会
員
に
協
力
を
求
め
て
就
任
の
挨
拶

を
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
は
、
会
員
百
十
八
名
が
小

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動
の
年
間
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
市
の
給
配
食
サ

ー
ビ
ス
の
六
十
％
以
上
を
受
け
持
ち
、

そ
の
他
、
施
設
で
の
お
し
め
た
た
み

や
窓
拭
き
奉
仕
、
季
節
行
事
の
手
伝

い
、
公
園
等
の
環
境
美
化
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。
名
前
の
と
お
り
、
小

さ
な
花
び
ら
が
集
ま
っ
て
大
輪
の
あ

じ
さ
い
に
な
っ
て
周
り
に
幸
せ
を
運

ん
で
い
ま
す
。

加藤新会長
これまでの活動報告をする

河田前会長

高
梁
市
手
話
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

▽
会
場
…
高
梁
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
日
程
…
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日

▽
内
容
…
手
話
会
話
訓
練
他

▽
問
い
合
わ
せ

高
梁
市
社
会
福
祉
協
議
会
TEL
@2
７
２
４
３
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高梁市社会福祉協議会へ平成18年5月と6月にいただいたご寄付についてお知らせします。心か
ら感謝申し上げ社会福祉事業に活用させていただきます。
なお、金額等については寄付者の意向によって掲載しています。（敬称は略させていただきます。）

社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 社会福祉協議会へのご寄付 

【
香
典
・
玉
串
料
・
御
花
料
返
し
】

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
柴
田
　
和
夫

（
故
・
花
代
様
の
ー
）

十
万
円
　
宇
治
町
　
羽
賀
　
之
雄

（
故
・

雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
中
山
　
泰
弘

（
故
・
勇
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
中
脇
健
二
郎

（
故
・
岸
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
津
川
町
　
小
林
　
貴
義

（
故
・
ハ
ル
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町
　
難
波
　
絹
子

（
故
・
清
止
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山
　
藤
森
　
祐
仁

（
故
・
久
乃
様
の
ー
）

十
万
円
　
岡
山
市
　
中
村
　
純
子

（
故
・
四
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
石
川
　
澄
雄

（
故
・
た
め
乃
様
の
ー
）

金
一
封
　
向
　
町
　
杉
　
　
依
孝

（
故
・
安
喜
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市
　
川
上
　
三
郎

（
故
・
元
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
栄
　
町
　
妹
尾
　
哲
治

（
故
・
宏
祐
様
の
ー
）

五
万
円
　
向
　
町
　
渡
辺
　
　
実

（
故
・
亀
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
鍜
冶
町

中
村
　
昭
博

（
故
・
一
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
南
　
町

西
岡
　
淳
子

（
故
・
栄
様
の
ー
）

（
故
・
完
次
様
の
ー
）

十
五
万
円

上
有
漢

田
村
　
　
薫

（
故
・
笑
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

石
森
　
男
二

（
故
・
秋
子
様
の
ー
）

《
成
羽
支
会
へ
》

金
一
封
　
成
　
羽
　
赤
木
　
財
市

（
故
・
勝
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
中
山
　
天
昭

（
故
・
マ
キ
ノ
様
の
ー
）

金
一
封
　
小
　
泉
　
平
松
　
幸
人

（
故
・
森
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
原
　
中
脇
　
忠
司

（
故
・
幸
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
坂
　
本
　
谷
本
　
利
男

（
故
・
ト
キ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
成
　
羽
　
渡
辺
　
武
志

（
故
・
ヨ
ネ
子
様
の
ー
）

五
万
円

下
日
名
　
小
林
　
孝
志

（
故
・
喜
与
志
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
　
野
　
斉
藤
　
三
秋

（
故
・
定
夫
様
の
ー
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
大
　
原
　
橋
本
　
忠
之

（
故
・
シ
ズ
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
領
　
家
　
大
月
　
一
郎

（
故
・
勲
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
田
上
　
義
一

（
故
・
義
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
川
上
　
信
一

（
故
・

市
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
大
竹
　
藤
井
　
郁
也

（
故
・
笑
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町

杉
井
　
民
代

（
故
・
幸
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
谷
町

森
脇
　
和
人

（
故
・
重
信
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
　
町

陶
山
伝
五
郎

（
故
・
和
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
　
山

小
見
山
　
実

（
故
・
定
代
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
原
町

藤
井
　
宏
市

（
故
・
賢
吾
様
の
ー
）

金
一
封
　
玉
川
町

川
上
　
　
實

（
故
・
誠
司
様
の
ー
）

金
一
封
　
下
谷
町

植
野
　
正
夫

（
故
・
智
寿
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町

佐
藤
　
昌
枝

（
故
・
進
様
の
ー
）

金
一
封
　
松
原
通

井
上
キ
ヌ
ヱ

（
故
・
タ
ツ
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
森
野
　
勝
志

（
故
・
勝
己
様
の
ー
）

《
津
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
津
川
町
　
坂
崎
剛
太
郎

（
故
・
幸
子
様
の
ー
）

《
川
面
地
区
へ
》

金
一
封
　
川
面
町
　
西
森
　
文
甫

（
故
・
喜
代
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
池
田
　
伸
二

（
故
・
進
生
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
山
本
　
謙
司

（
故
・
サ
カ
エ
様
の
ー
）

金
一
封
　
川
面
町
　
森
野
　
勝
志

（
故
・
勝
己
様
の
ー
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封
　
岡
山
市
　
福
瀧
　
　
允

（
故
・
美
登
里
様
の
ー
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町
　
熊
本
　
信
夫

（
故
・
明
様
の
ー
）

金
一
封
　
中
井
町
　
西
　
　
　
等

（
故
・
治
子
様
の
ー
）

《
玉
川
地
区
へ
》

金
一
封
　
玉
川
町
　
川
上
　
　
實
　

（
故
・
誠
司
様
の
ー
）

十
万
円

玉
川
町
　
佐
藤
　
省
吾
　

（
故
・
植
田
清
子
様
の
ー
）

《
宇
治
地
区
へ
》

十
万
円

宇
治
町
　
羽
賀
　
之
雄

（
故
・

雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
宇
治
町
　
杉
江
　
　
功

（
故
・
房
子
様
の
ー
）

《
落
合
地
区
へ
》

金
一
封
　
落
合
町
　
中
脇
健
二
郎

（
故
・
岸
雄
様
の
ー
）

金
一
封
　
落
合
町
　
佐
藤
　
昌
枝

（
故
・
進
様
の
ー
）

《
有
漢
支
会
へ
》

三
万
円
　
上
有
漢
　
田
村
　
　
勤

（
故
・

野
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

住
田
　
正
春

（
故
・
極
様
の
ー
）

金
一
封
　
総
社
市

細
田
　
忠
男

（
故
・
天
啓
様
の
ー
）

金
一
封
　
有
　
漢

織
田
　
　
勲

（
故
・
好
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
上
有
漢

湯
浅
　
恵
子
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金
一
封
　
仁
　
賀
　
山
室
　
幸
一

（
故
・
夏
枝
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
西
川
　
澄
子

（
故
・
稔
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
大
月
　
敏
夫

（
故
・
兵
一
様
の
ー
）

金
一
封
　
神
奈
川
県

松
岡
　
健
二

（
故
・
美
智
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
淺
野
　
哲
郎

（
故
・
三
郎
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
山
室
　
　
忠

（
故
・
ハ
ツ
ヱ
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
内
藤
　
雅
章

（
故
・
広
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
仁
　
賀
　
池
田
　
時
子

（
故
・
守
様
の
ー
）

金
一
封
　
三
　
沢
　
三
村
　
啓
二

（
故
・
艶
子
様
の
ー
）

金
一
封
　
高
　
山
　
武
田
　
保
夫

（
故
・
玉
恵
様
の
ー
）

金
一
封
　
地
　
頭
　
兼
w
幸
右
ェ
門

（
故
・
勝
美
様
の
ー
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
w
見
　
快
二

（
故
・
フ
ミ
コ
様
の
ー
）

金
一
封
　
平
　
川
　
西
川
ミ
チ
コ

（
故
・
保
様
の
ー
）

金
一
封
　
東
油
野
　
諏
訪
　
雅
信

（
故
・
保
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
西
油
野
　
小
林
　
義
明

（
故
・
哲
夫
様
の
ー
）

金
一
封
　
倉
敷
市
　
瀬
戸
川
喜
久

（
故
・
ア
サ
ノ
様
の
ー
）

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

川
上
　
貞
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

荒
木
　
啓
子

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

野
田
　
義
計

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
上
有
漢

清
水
　
光
江

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
有
　
漢

梁
田
　
　
実

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
上
支
会
へ
》

金
一
封
　
仁
　
賀
　
松
本
　
　
武

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
七
　
地
　
大
塚
恵
美
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹

松
下
チ
エ
コ

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　

川
上
町
農
業
者
年
金
友
の
会
　

会
長
藤
井
重
美

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
下
大
竹

三
村
多
美
代

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
備
中
支
会
へ
》

金
一
封
　
布
　
賀
　
内
田

芳
男

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
賀
　
藤
田
満
喜
子

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
井
原
市
　
佐
々
木
弘
之

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
布
　
瀬
　
古
米
　
　
貢

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

Ａプラン……300円 
Ｂプラン……500円 
Ｃプラン……700円 
　天災危険補償タイプもあります。 

掛　金 

特長 

お問合せやご相談は・・・ 
高梁市社会福祉協議会 
　　　　  （本所・各支所）まで 

ボラン
ティア活動保険

●ボラ
ンティ

ア活動中の
…ケガや賠償事故を幅広く補償！

●活動場所と自宅との往復途上の事故も補償 
●ボランティア自身の食中毒や熱中症も補償 
●地震等天災によるケガも補償（天災タイプ加入の場合） 

〔
一
般
寄
付
〕

《
高
梁
支
会
へ
》

金
一
封
　
南
　
町

戸
田
　
久
恵

（
信
義
様
の
ご
逝
去
に
伴
う
寄
付

と
し
て
）

金
一
封
　
中
井
町
　
宮
脇
　
　
智

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

金
一
封
　
岡
山
市
　
小
林
　
義
史

（
一
般
寄
付
と
し
て
）

金
一
封
　
　
　
　

匿
　
　
　
名

（
社
会
奉
仕
と
し
て
第
264
・
265
回
目
）

三
万
二
千
三
百
八
十
一
円

働
く
婦
人
の
家

グ
ル
ー
プ
ま
つ
り
実
行
委
員
会

（
グ
ル
ー
プ
ま
つ
り
収
益
金
の
一

部
と
し
て
）

金
一
封
　
玉
川
町

石
田
　
　
馨

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
川
面
地
区
へ
》

五
万
円
　
川
面
町
　
藤
井
　
久
美

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
巨
瀬
地
区
へ
》

金
一
封
　
巨
瀬
町
　
上
森
知
次
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
中
井
地
区
へ
》

金
一
封
　
中
井
町
　
西
　
　
精
樹

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

《
有
漢
支
会
へ
》

金
一
封
　
有
　
漢

小
柴
　
雅
夫

（
退
院
内
祝
い
と
し
て
）

三
万
七
千
三
百
二
十
一
円
　

旧
有
漢
町
職
員
組
合
現
業
部


